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R186 Event Information

▼
月
定
例
行
事
▲

４　

日　
　

岡
心
勇
隊
佐
賀
地
区

６　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
岡
谷
・
眞
世
・
南
渕
）

８　

日　
　

岡
心
勇
隊
奈
良
中
和

９　

日　
　

岡
心
勇
隊
五
條
橋
本
（
あ
や
の
台
）

13　

日　
　

岡
心
勇
隊
八
幡
地
区

15　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
道
弘
）

18　

日　
　

岡
心
勇
隊
大
阪
地
区

21　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
相
嘉
）

22　

日　
　

祭
典
準
備
ひ
の
き
し
ん

　
　
　
　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん（
表
野
・
飛
鳥
川
・
岡
萩
）

　
　
　
　
　

大
教
会
役
員
会
議

22
～
23
日　

婦
人
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

23　

日　
　

大
教
会
月
次
祭

23
～
26
日　

婦
人
会
詰
所
ひ
の
き
し
ん

24　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
東
松
浦
・
西
北
）

25　

日　
　

詰
所
ひ
の
き
し
ん
日

26　

日　
　

本
部
月
次
祭

30　

日　
　

岡
心
勇
隊
姪
浜
会
場

第
一
日
曜
日　

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
団
参
（
午
前
中
）

教
務
報

◆
教
会
長
任
命
講
習
会
受
講
者

　

・
９
月
10
日
～
９
月
14
日

　
　
　

須　

光　
　

光　

武　

大　

和

　

・
10
月
10
日
～
10
月
14
日

　
　
　

南
阿
太　
　

芝　

田　

善　

展

◆
よ
う
ぼ
く
講
習
会
受
講
者

　
　
　

岡　
　
　
　

田　

中　
　

保　
（
８
月
20
日
）

　
　
　

鶴　

城　
　

佐
渡
島　

知　

恵（
９
月
17
日
）

◆
教
養
掛

　

10
月　

西
大
阪　
　

丸　

田　

真　

久

　

11
月　

表　

田　
　

上　

田　

耕　

平

◆
修
養
科
第
984
期
修
了
者
（
８
月
27
日
）

　
　
　

西
乃
島　
　

遠　

谷　

美
由
紀

　

毎
年
、「
家
族
参
拝
デ
ー
」

と
し
て
勤
め
ら
れ
て
い
る
９

月
の
大
教
会
月
次
祭
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
以
降

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
懸
念
か
ら

月
次
祭
参
拝
を
控
え
る
人
が

少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
昨
年
よ
り
少
し
ず
つ
参

拝
者
の
数
も
以
前
の
様
子
に

戻
り
つ
つ
あ
り
、「
家
族
参

拝
デ
ー
」
も
復
活
。
今
年
は

約
200
人
が
参
拝
し
、
敬
老
の

お
祝
い
の
対
象
者
と
な
る
80

歳
以
上
の
参
拝
者
は
過
去
最

高
の
41
人
と
な
っ
た
。

　

祭
典
当
日
は
、
午
前
10
時

に
開
扉
、
献
饌
。
大
教
会
長

様
の
祭
文
奏
上
に
続
い
て

「
座
り
づ
と
め
」
と
「
よ
ろ

づ
よ
八
首
」、
十
二
下
り
の

て
を
ど
り
が
勤
め
ら
れ
、
各

地
か
ら
帰
参
し
た
参
拝
者
ら

TOPIC ９月の月次祭は「家族参拝デー」
〝道の先輩〟讃える敬老の祝いも

親から子へ信仰を受け継ぎ深める一日に

◆
別
席
願
（
８
月
16
日
～
10
月
15
日
受
付
分
）

　
　
　

筑　

八　
　

榎　
　
　

恵　

市

◆
お
さ
づ
け
の
理
拝
戴
願

（
８
月
16
日
～
10
月
15
日
受
付
分
）

　
　
　

岡　

道　
　

東　

谷　
　

優

　
　
　

岡　

道　
　

東　

谷　

恵　

理

　
　
　

西　

北　
　

森　

山　

怜　

音

　
　
　

西　

北　
　

森　

山　

千　

夏

　
　
　

呉
服
町　
　

柴　

田　

雪　

江

　
　
　

東
志
免　
　

高　

場　

幸
太
郎

◆
お
運
び
（
９
月
26
日
）

　

・
南
渕
分
教
会
（
直
轄
）

　
　
　

臨
時
祭
典
願
（
創
立
百
周
年
記
念
祭
）

　
　
　

記
念
祭　
　

立
教
186
年
11
月
18
日

　

・
須
光
分
教
会
（
東
松
浦
）

　
　
　

任
命
願
（
会
長
就
任
）

　
　
　
　

新
会
長　
　

光　

武　

大　

和

　
　
　
　

奉
告
祭　
　

立
教
186
年
10
月
１
日

▼
そ
の
他
の
行
事
予
定
▲

18
　
日
　
　
南
渕
創
立
百
周
年
記
念
祭

19
　
日
　
　
南
阿
太
会
長
就
任
奉
告
祭

23
　
日
　
　
学
生
層
育
成
者
講
習
会

24
～
30
日
　
別
席
強
調
週
間

25
　
日
　
　
第
97
回
天
理
教
青
年
会
総
会

１１月
４
～
23
日
　
青
年
会
ひ
の
き
し
ん
隊

27
　
日
　
　
ご
本
部
お
供
え
お
餅
き

１２月

は
一
手
一
つ
に
「
み
か
ぐ
ら

う
た
」
を
唱
和
し
た
。

　

祭
典
後
は
参
拝
場
で
、
80

歳
以
上
の
〝
道
の
先
輩
〟
に

よ
る
記
念
撮
影
を
実
施
。
カ

ラ
ー
ハ
ッ
ピ
を
身
に
ま
と

い
、
フ
ラ
ワ
ー
レ
イ
で
彩
っ

て
「
ハ
イ
、チ
ー
ズ
！
」（
写

真
）。
そ
の
後
、
会
場
を
食

堂
ホ
ー
ル
に
移
し
て
、
直
会

を
兼
ね
た
敬
老
の
お
祝
い
が

実
施
さ
れ
た
。

　

お
祝
い
の
席
は
、
大
教
会

長
様
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で

ス
タ
ー
ト
。
敬
老
の
お
祝
い

対
象
者
一
人
ひ
と
り
へ
、
大

教
会
長
様
と
奥
様
よ
り
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

が
催
さ
れ
、
会
場
は
大
賑
わ

い
。
老
若
男
女
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
た
。

先人の遺徳を称え足跡を偲ぶ
　ゆるぎない信仰の歩みをいまにつないでく
ださった先輩方の遺徳を称え、祖霊様を慰め
る秋の霊祭が 9月 24日、大教会で執り行わ
れた。当日は、直属教会長をはじめ、部内教
会長、布教所長、ようぼく・信者らが参集。「よ
ろづよ八首」と十二下りのてをどりが勤めら
れた後、参拝者全員が祖霊殿へ参進し、祖霊
様のご遺徳を偲び、ご功績に御礼申し上げた。

大教会秋季霊祭を厳かに執行 岡
大
教
会

別
席
強
調
週
間

11
月
24
日
（
金
）
～
30
日
（
木
）

　

11
月
25
日
に
開
催
さ
れ
る
「
天
理
教
青
年
会

総
会
」
前
後
の
一
週
間
を
、
大
教
会
の
「
別
席

強
調
週
間
」と
し
ま
す
。
ぜ
ひ
声
を
か
け
合
い
、

お
ぢ
ば
に
帰
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。



　

例
年
９
月
は
、
全
教
を
挙
げ
て
布
教
活
動
が

展
開
さ
れ
る
「
に
を
い
が
け
強
調
の
月
」。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か
ら
４
年
ぶ
り
に

「
強
調
の
月
」
が
提
唱
さ
れ
た
今
年
、
大
教
会

布
教
部
（
森
井
道
典
部
長
）
で
は
改
め
て
「『
岡

心
勇
隊
』
の
全
教
会
実
施
」
を
目
標
に
掲
げ
、

布
教
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。

　

９
月
の
実
動
に
向
け
て
は
、
再
編
成
さ
れ
た

各
地
区
の
担
当
者
が
中
心
と
な
っ
て
計
画
を
立

案
。
ま
た
、
布
教
部
と
し
て
も
「
教
祖
年
祭
活

動
は
よ
う
ぼ
く
の
実
動
の
旬
」
と
し
て
、
積
極

的
な
参
加
を
呼
び
か
け
て
き
た
。

　

期
間
中
は
、
９
月
１
日
の
北
九
州
門
司
地
区

で
の
実
動
を
皮
切
り
に
、
全
19
地
区
で
実
施
。

神
名
流
し
や
路
傍
講
演
の
ほ
か
、
に
を
い
が
け

チ
ラ
シ
を
手
に
戸
別
訪
問
に
歩
き
、
お
道
の
に

を
い
を
お
届
け
し
た
（
写
真
）。

〝岡心勇隊〟で年祭活動に勢いを
「にをいがけ強調の月」に１９カ所で実動

布教部

教祖１４０年祭

教祖１４０年祭に向かう年祭活
動中に実施されている、ご本部
月次祭での「登殿参列」。９月
は９名の教会長が参列し、結界
内でかぐらづとめを拝した。
　９月の参列者は安井一夫（相
嘉）、松本直美（大和二見）、原
秀喜（杵島）、藤本健二（上橘）、
藤本薫（白石町）、金武直子（香
蘭）、大野真也（鶴城）、森川清

「登殿参列」

和（伊萬里）、清水ゆう子（薬院）。

豪州布教隊

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応
が
「
５
類
感

染
症
」
に
移
行
さ
れ
、
よ
う
や
く
本
格
的
な
実

動
が
可
能
と
な
っ
た
布
教
隊
。
今
回
は
、
こ
れ

ま
で
に
蓄
え
た
布
教
熱
を
晴
ら
す
か
の
よ
う
に

連
日
に
を
い
が
け
を
展
開
。
特
に
戸
別
訪
問
に

力
を
入
れ
、現
地
実
動
の
17
日
間
歩
き
続
け
た
。

　

ま
た
、
オ
セ
ア
ニ
ア
出
張
所
で
は
西
村
秋
彦

所
長
と
今
後
の
布
教
隊
の
展
望
に
つ
い
て
相

談
。「
出
張
所
と
し
て
可
能
な
サ
ポ
ー
ト
を
模

索
し
、
皆
さ
ん
を
応
援
し
た
い
」
と
の
西
村
所

長
の
思
い
を
受
け
、
大
き
な
勇
み
を
頂
く
と
同

時
に
、
布
教
隊
と
し
て
の
新
た
な
可
能
性
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

〝
十
年
一
ふ
し
〟
を
迎
え
、
新
た
な
境
地
に
立

つ
布
教
隊
。
次
の
歩
み
に
向
け
て
、力
が
入
る
。

▲今回の布教隊には、初参加５名を含む 10名が参加した。

心新たに「創立記念祭」と「任命」のお運び

　創立記念祭に向けた「臨時祭典願」のお運びを実施した南渕分教会（写真右／森井幸子会長）
と、「任命願」のお運びを実施した須光分教会（写真左／光武大和会長）。南渕分教会は「創立
１００周年記念祭」を１１月１８日に勤め、須光分教会が「就任奉告祭」を１０月１日に勤めた。

須光分教会 南渕分教会

　

立
ち
上
げ
か
ら
10
年
を
迎
え
た
「
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
布
教
隊
」。
第
８
次
隊
と
な
る
今
回
は
、

初
参
加
５
名
を
含
む
10
名
が
入
隊
。
８
月
26
日

か
ら
９
月
13
日
に
か
け
て
、
現
地
で
に
を
い
が

け
、
お
た
す
け
に
歩
い
た
。

〝
十
年
一
ふ
し
〟迎
え
　

次
の
歩
み
へ

教
祖
百
四
十
年
祭
に
は
現
地
か
ら
団
参
を

▲実動の大半は、一軒ずつ歩く戸別訪問。


